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１．教員紹介・主な研究分野  

 大学を卒業後、看護師として大学病院や総合病院の外科病棟、救命救急センター、ICU・CCU、心臓

血管外科病棟で臨床経験を積んできました。山口大学大学院医学系研究科保健学専攻（保健学修士）

に進学し、看護教育の救急看護実践への影響について研究を行いました。その後、急性・重症患者看

護専門看護師を取得し、臨床教育・高度実践看護など看護の質向上に取り組んできました。2026年 4

月より本学に着任し、成人老年看護学を担当させていただいております。 

 

２．研究業績 

 ①最近の著書・論文 

・  

 

 ②その他最近の業績 

 <学会発表> 

・ 堤一樹，岡佳子，藤村賢宏，大場祐司，竹田智子．（2023）．A病院における“なりたい私”に向けて

スペシャリスト協働のキャリアデザイン支援．第 27回日本看護管理学会学術集会．東京都 

・ 藤村賢宏，岡佳子，堤一樹，大場祐司．（2023）．A病院でのキャリアデザイン支援における専門看護

師・認定看護師の共同の実際について．第 54回日本看護学会学術集会．神奈川県 

 ＜エッセイ＞ 

・ 藤村賢宏．ICNR（Intensive Care Nursing Review） “なぜ”を問い続けた 20年 ICU看護から

学び続けた私の歩み，Gakkenメディカル，Vol.13，No.1，2026. 

 

 ③過去の主要業績 

・ 藤村賢宏，山勢博彰，田戸朝美，山本小奈実，佐伯京子．（2017）．急看護師が受けた看護教育の実態

と救急看護実践への影響 第 19回日本救急看護学会学術集会．石川県 

・ 藤村賢宏．『月刊ナーシング』成人教育理論「内服、運動、食事の自己管理が必要な 2型糖尿病患者に

アンドラゴロジーに基づいた教育ができた事例，学研メディカル秀潤社，p132－134，2018. 

・ 藤村賢宏．『急変 ABCD+呼吸・循環ケア』ショックを基礎から紐解こう～早期に察知、病態把握，適

切なケアで回避や早期改善につなげる「循環血液量減少性ショック」，日総研出版，p10－15，2019. 

 

３．外部研究資金 

 

 

 

４．受賞 

 
 

 



 

５．所属学会 

 

日本救急看護学会、日本クリティカルケア看護学会、日本看護管理学会、日本高度実践看護学会、九

州・沖縄高度実践看護師活動促進協議会 

 

６．担当授業科目 

 

基礎看護学実習・1単位・1年・前期、基礎看護学実習Ⅱ・2単位・2年・前期、成人老年看護学Ⅰ（急

性期）・2 単位・2 年・後期、成人老年看護学Ⅱ（回復期・慢性期）2 単位・2 年・後期、セルフケア

支援演習・2単位・3年・前期、クリティカルケア・周術期看護演習・2単位・3年・前期、成人老年

急性期看護学実習・3単位・3年・後期、成人老年慢性期看護学実習・3単位・3年・後期、専門看護

ゼミ・2単位・3年・通年 

 

７．社会貢献活動 

 

九州・沖縄高度実践看護師活動促進協議会 代議員 

一般社団法人日本リハビリテーション支援協会 筑豊福祉情報雑誌「地域医療連携について」寄稿 1

回/3ヶ月（2025年～） 

 

８．学外講義・講演 

 

2025年 11月 29日 HBG（広島文化学園大学）看護研究会 「高齢者の看護に役立つ臨床推論」 講

演 

 

９．附属研究所の活動等 

 

 

 


